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『但馬レポート』 をいくつか紹介します  Ｎｏ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TThhee  bbeesstt  rreellaattiioonnsshhiipp 
～～最最高高のの仲仲間間たたちち～～ 

一
九
七
一
年
に
野
生
最
後
の
一
羽
が
死
に
、
日
本
の
空
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
姿
を
消
し
ま
し
た
。 

豊
岡
が
最
後
の
生
息
地
で
し
た
。
か
つ
て
、
あ
た
り
ま
え
に
見
ら
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
い
る
風
景
を

取
り
戻
す
た
め
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
但
馬
で
始
ま
っ
た
野
生
復
帰
。 

当
日
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？ 

兵庫県の県鳥に指定されている『コウノトリ』 

コウノトリの試験放鳥が始まって以来、野外コウノトリの数は着実に増え、

ついに１００羽を超えるまでになりました。 

 

しかし、１００羽に達した陰で、実はあまり知られていない事実が 

あります。それは、人間活動に起因してケガをしたり、死亡したり 

するコウノトリが少なからずいることです。 

2016 年４月以降だけでも、１９羽が野外でケガをするなどして 

救護されています。 

 

飛来した都道府県数も増加し、 

昨年８月，最後まで確認されて 

いなかった秋田県で確認され、 

これで 47 都道府県のすべてで 

コウノトリが確認されたことに 

なりました。 

コウノトリの 

《全国へ、そして世界へ》 

という合言葉の取り組みが形となりました。 

     

             兵庫県立コウノトリの郷公園 
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